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•  一次元物質である単層カーボンナノチューブをテンプレート
として、その表面に窒化ホウ素ナノチューブなどの他のナノ
チューブ物質を化学気相成長することで、同軸状の異種界面
を有する新たなヘテロ構造化ナノ材料を開発。

• グラフェンや六方晶窒化ホウ素などの二次元原子層物質にお
いて、面内・面外方向へのヘテロ層成長を組み合わせること
で、微細構造制御を実現。

• 今後、構造制御合成技術の高度化と多角的な物性計測を実施
することで、所望の特性を持つナノ材料を自在に作り出す手
法を確立し、多彩な応用展開を目指す。

電子デバイス、エネルギー変換、構造材料

ナノ材料のヘテロ構造化による機能設計
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N- ヒドロキシフタルイミド（NHPI）を触媒、ヨウ素酸
（HIO3）を酸化剤として用いる酸化システムが、脂肪族
炭化水素の炭素－水素結合の酸化的変換（アミノ化、水
酸化）に極めて有効であることを見出した。本酸化シス
テムを利用することで、入手容易な炭素資源（炭化水素）
からアミンやアルコールなどの有用化合物を一工程かつ
効率的に合成することが可能である。本手法は完全な金
属フリー条件かつ簡便な操作で実施可能な世界初の技術
である。

資源活用、創薬関連、材料分野

ヨウ素酸化剤を活用する炭化水素の酸化的変換技術
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